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【デジタルパソロジーを用いた中央病理診断 Board の構築】 

中中央央病病理理診診断断のの拠拠点点として、西日本は九州大学、関西は大阪公立大学、東日本は国立成育

医療研究センターを想定し、それぞれに集約された病理標本についてデデジジタタルルパパソソロロジジーー

を用いて画像共有し、中中央央病病理理診診断断 BBooaarrdd にて十分な討論を行い迅迅速速なな最最終終診診断断を行うシ

ステムを構築する。 

【ゲノム診断と病理診断および臨床像との突合】 

ゲゲノノムム検検査査のの結結果果、、標標準準化化さされれたた病病理理診診断断のの結結果果、、おおよよびび臨臨床床所所見見おおよよびび臨臨床床診診断断ととのの突突

合合を行い、ゲノム診断および病理診断に基づく新たな診断基準と重症度分類を作成する。さ

らに診診断断のの新新規規アアルルゴゴリリズズムムを提案する。 

 今年度は、現存の設備に加えて追加で必要な備品や消耗品の整備・購入を行った。次年度

から、具体的な申請方法、窓口体制、デジタルパソロジーの具体的な運用方法などについて

進める予定である。 

図 中央病理診断の体制づくりの提案 
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【特別児童扶養手当】 

対象となる原疾患（状態）によるが、所得制限もある。 

【生活用具支給補助】 

障害者認定がされれば、障害者自立支援法に基づき、自立支援給付、補装具費・日常生活具が支給

される。 

自費購入の補装具は医療費控除の対象となる。 

 

5. 移行期、成人期の問題点 

訪問診療：原疾患の進行による気管切開が実施された場合、症状が安定していれば原疾患の治療と

ともに近医（訪問診療等の実施施設）へ気管切開チューブ交換を引き継ぐことも可能である。 

成長による気管切開チューブの太さや長さを調整する必要がある。 
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図 2 中央病理診断とゲノム診断をもとにした新規診断アルゴリズムの提案 
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